
大島商船高等専門学校 

Ⅱ 目的 

 

 「我が国のものづくりの技術基盤を支え，質の高い専門性を有し，創造性に富み，国際感覚を身につけた視野

の広い実践的技術者を育成する」ことを養成すべき人材像として，本校では以下に示す教育理念，目標を掲げて

いる。 

１． 教育理念 

 準学士課程５年間（商船学科は５年６ヶ月）における一貫教育によって海洋に育まれる心豊かでたくましい海

運技術者並びに創造性豊かな工業技術者の育成を目指す。さらに専攻科では高等専門学校の基礎の上に，更なる

高度な専門知識と技術を教授し，技術革新と社会情勢に対応できる海運管理者及び工業技術者を育成することを

目指す。 

２． 教育目標 

２．１ 本校の教育目標 

準学士課程及び専攻科課程の学生に対して以下に示す教育目標を掲げ，教育を行っている。 

１ 豊かな教養と国際感覚を身につけた，視野の広い技術者を養成する 

２ 協同の精神と責任感を培い，集中力・耐久力を養い，指導者として必要な能力を育成する 

３ 探究心を養い，身体を鍛え，先人の遺産を学び，新技術を創造できる能力を育成する 

２．２ 準学士課程各科の教育目標 

（１） 一般教育課程 

 一般教育課程では「広く社会的視野に立って物事を理解できる教養豊かな国際人となること，また専門的

知識や技術を身につけるために必要な基礎知識を修得すること」を教育目標としている。この教育目標を実

践するため教養教育に関する目標は，「基礎科目における学力の向上」「国際社会に通用するコミュニケー

ション能力」の２つを掲げている。前者については，一般理数系科目を特に低学年を重視して配置するとと

もに，社会に出るための準備段階として，高学年において技術者としての倫理を身に着けるための社会系の

科目を開講している。後者については，全学科とも特に英語に重点を置き，オーラルコミュニケーションを

含んだ基礎から海事・工業英語に至るまでの教育を行っている。さらに，高学年に第二外国語として「ドイ

ツ語」「中国語」「ハングル」も取り入れている。 

（２） 専門教育課程 

  専門教育では，基礎知識の習得や実験・実習の重視に加え「創造性豊かで高度な幅広い，ものづくり基盤を

支える技術者の養成」を目標としている。各学科とも創造力をつける訓練としての科目として，「創造演習」

（商船学科・情報工学科），「創造設計」（電子機械工学科）を取り入れている。本科の集大成として，５学

年で行う「卒業研究」において，研究の進め方，論文の書き方及び発表方法など，技術者として社会に出るた

めの準備が体系的に実施されている。 

（２－１）商船学科 

 商船学科は航海及び機関コースの両コースが設置されており，学科の目標として「海技士資格を有し，世界

で活躍する優秀な海のスペシャリストの養成」，「海事関連産業のニーズに対応した海事教育訓練の提供」及

び「幅広い海事関連分野に対応できる基礎学力，技能，国際感覚及び管理能力の育成」を掲げている。そのた

めに，船舶の安全運行に必要な専門知識を修得し，実践の場として，本校練習船大島丸及び航海訓練所練習船

での充実した航海実習により，海上交通及び機関システム管理に関する専門的な技術を修得している。 

（２－２）電子機械工学科 

  電子機械工学科では，学科の目標である「電子・電気と機械に関する高度な知識を有する実践的技術者の育 
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 成」「コンピュータ・情報関連教育による高度なコンピュータ活用能力の育成」「論理的文章の表現力とプレ

ゼンテーション能力の育成」及び「福祉と環境も考慮に入れることのできる豊かな人間性と責任感の育成」に

沿い，電子・機械工業分野だけでなく，情報系や制御系の講義科目と実験実習が相互に連携して開講されてい

る。 

（２－３）情報工学科 

 情報工学科では，コンピュータや情報処理に関心を持っている者に情報処理と情報通信の原理と応用につい

て系統的に学べる環境を提供している。学科の目標では「豊富な情報技術をもとにした視野の広い応用能力の

養成」，「グループリーダとしてのコミュニケーションとプレゼンテーション能力の養成」及び「柔軟で創造

的なシステムデザイン能力の養成」を掲げ，高度情報通信技術社会に対応できるエンジニアを育成するための

対応が取られている。 

以上のように，本校の準学士課程３学科は，学科ごとにそれぞれの特色を出しつつ，本校の教育に関する

目的を達成するための目標を掲げ，教育を行っている。 

２．３ 専攻科の教育目標（専攻別，共通を含む。） 

  専攻科では本校教育目標を基礎として以下の教育目標を掲げ，優れた専門性と豊かな人間性を有する海運

管理者と工業技術者の育成を目指している。 

（１） 海洋交通システム学専攻 

○ 海洋を中心とした国際・国内物流管理分野及び海事関連分野で活躍できる海運管理者の育成 

（２） 電子・情報システム工学専攻 

○ 電子・情報システムに関する高度な研究開発ができる実践的開発技術者の育成 

（３） 一般教養課程および専門共通科目 

○ IT 教育により，高度なコンピュータ支援能力の育成 

○ 国際化教育により，語学力や文化的教養の育成 

○ 福祉と環境も考慮に入れることのできる総合力の育成 

以上のように，本校の専攻科課程２専攻は，専攻ごとにそれぞれの特色を出しつつ，本校の教育に関する

目的を達成するための目標を掲げ，教育を行っている。 

２．４ 卒業・修了時に達成される基本的な成果 

  本校の教育課程は，準学士課程および専攻科課程の教育目標に沿って系統的に配置されており，準学士課程

入学より，５年生を卒業するまでの５年間（商船学科は５年６ヶ月）の学修と専攻科２年間の学修によって以

下の基本的な成果を身につけることができる。 

（１） 準学士課程 

一般教育課程では，広く社会的視野に立って物事を理解できる能力，コミュニケーション能力，専門的知識

や技術を身につけるために必要な基礎知識，専門教育課程では一般教育課程における基礎教育内容を基礎とし

て，海上輸送の安全管理に関する能力（商船学科），実験・実習の重視及びものづくり基盤を支える創造性，

プレゼンテーション能力，IT を活用する能力（電子機械工学科，情報工学科）などを身につけることができ

る。 

（２） 専攻科課程 

  準学士課程における教育内容を基礎として，専門科目の履修により発展的な専門知識・技術を身につけるこ

とができる。特別研究，特別実験および演習を通じて，また，研究成果の校内外での発表により創造的研究開

発能力を身につけることができる。またボランティア体験を通して地域への社会貢献や活動の意義を体得でき

る。 
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